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    令和８年６月１０日 

議会報告・意見交換会報告書 
 
天童市議会議長  様 

代表者  伊藤 和子 
記録員  横山  愛 
班 員  水戸 芳美 
班 員  古澤 義弘 

 
議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記のとおり、報告します。 
 

記 
１ 日     時 令和 ８ 年 ５ 月 ２４ 日（日）午前１０時～      

２ 会     場 天童市総合福祉センター 

３ 意見交換のテーマ 
手話言語条例の制定、聴覚障がい者の日常生活における課題に

ついて 

４ 意見交換の内容 
（議会・議員及び市政

に対する意見、提言、

要望等） 

参加者の意見等 取扱 

１．「手話言語条例」の制定について 

手話を言語として明確に位置付ける「手話言語条例」の

制定を求める意見があった。現状では、新庄市、長井市、

中山町、高畠町ではすでに制定済みで、現在山形市が準備

中。手話は聴覚障がい者にとって重要なコミュニケーショ

ンの手段であり、手話に対する理解促進や普及啓発を進め

るための条例制定による理念の明確化が必要との意見が

示された。また、条例制定により行政や市民、事業者の責

務を明確にし、共生社会の実現につなげてほしいとの要望

があった。 

→ 環境福祉常任委員会で市役所在勤の手話コーディネ

ーターを通じて意見交換会を開催することで調整してい

る。 

 

２．聴覚障がい者の日常生活における課題について 

 聴覚障がい者は日常生活の様々な場面で情報取得や意

思疎通に困難を抱えているとの意見があった。 
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 医療機関の受診、交通機関の案内や手続き、買い物、地

域活動などにおいて十分なコミュニケーション支援が受

けられない場合があり、不安や不便さを感じることが多い

との現状が報告された。 

 特に、災害時や緊急時には、音声による情報伝達が中心

となるため、避難情報や緊急対応において大きな支障が生

じることが指摘された。 

 また、周囲の理解不足による孤立感や社会参加の機会が

制限されることも課題として挙げられた。市が開催する

様々な講演会などで手話通訳があると参加しやすいとの

意見があった。 

 

３．手話通訳者の不足 

 天童市内には手話サークルや手話通訳者が存在するも

のの、人員不足や対応時間の制約があり、十分な支援体制

とは言えない現状も共有された。市役所に配置されている

手話通訳者コーディネーターは一人であり、不在時の対応

に課題があるという意見があった。 

 

４．学校における手話教育の推進 

 共生社会の実現には、子供のころから手話や聴覚障がい

への理解を深めることが重要であるとの意見があった。 

 学校教育のなかで手話に触れる機会を設けることによ

り、多様性への理解を促進し、障がいの有無に関わらず互

いを尊重する意識の醸成につながるとの考えが示された。

また、手話を学ぶ機会の拡充を求める要望があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

② 

５ 所 感 

聴覚障がい者が日常生活の中で直面している課題を具体的に知る

ことができた。特に災害時や緊急時の情報伝達、医療機関利用時の

コミュニケーションなどは生命や安全に直結する課題であり、行政

としても対応を検討する必要性を感じた。 

「手話言語条例」については、当事者や関係団体との意見交換を

環境福祉常任委員会で実施し、現状把握を進めるとともに、先進自

治体の事例を調査しながら、天童市における必要な支援策について

検討していきたい。 

 


